
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１１年６月 

Been There Done That（発行、ラ･ディッタ）は、２０
１１年４月、全日本Ｆ３選手権に参戦中のスリーボ
ンド･レーシングチーム、およびスリーボンド･セー
リングチームとの公式スポンサー契約を締結しま
した。 
 
スリーボンドは技術を駆使し、もてる技術の粋を集
め、モータースポーツと、大自然への挑戦であるセー
リング競技にチャレンジを続けています。BTDT の
発行人、ハリー･チェンは、スリーボンドのグローバ
ルな規模でチャレンジし続けるビジョンと姿勢に

強く共感し、またスリーボンドは、BTDT のグローバルな世界観とユニークなコンセプトを高く評
価しています。そして両者に共通するグローバルな大望が、この度のスポンサー契約のきっかけと
なりました。 
 
５０年以上の歴史と実績を誇る、工業用接着剤メーカーのスリーボンドは、「エネルギーの漏れを防
ぐ」「一滴の漏れも無駄にしたくない」という不変の理念をもつグローバル企業です。そのスリー
ボンドは、よくあるいくつかのスポンサー会社の一つという形ではなく、「スリーボンド･レーシン
グ」という自社チームを結成し、日産エンジンをベースにオリジナルエンジンを開発し、全日本Ｆ
３選手権に参戦しています。５月に開催された鈴鹿サーキットでの開幕第２戦では、スリーボンド
のオフィシャル･ドライバー、安田裕信選手が見事に優勝を果たしました。 
 
技術力を高め世界にチャレンジして行く事は、ビジネスにおいてもレースにおいても考え方は同
じで、これからも継続的に新たなフィールドに全力でチャレ
ンジしてゆくスリーボンド･レーシングチームは、全日本Ｆ３
選手権全１６戦、およびマカオグランプリにチャレンジします。
また、セーリングチームは、ロンドン･オリンピックでのメダ
ル獲得にチャレンジしています。スポンサーとして応援する
BTDT は、両チームの世界での活躍を通じて、BTDT の名前と
ロゴが多くの人々の目にとまることを期待しています。加え
て、BTDT の世界規模のチャレンジも今後も続き、様々なエリ
アや分野のチェックリストを開発すると同時に、BTDT の存
在が世界中の人々に認知される日を目指します。 



 

 
Been There Done That 発行人、ハリー･チェンは次のよう
にコメントしています。「２０１１年第２戦（去る５月１５日開
催）に於いて、スリーボンド･レーシングチームの安田裕信氏
が優勝し、Been There Done That のロゴをメディア各社
とモータースポーツファンの多くの方々に見ていただけた
事を嬉しく思います。我々は常に、世界でチャレンジする精
神を貫き、そのスピリットは旅行をする全ての人々にも共感
してもらいたいと思っています。旅にも常に次のチャレン
ジがあり、決して終わることのない挑戦の連続です。チャレ
ンジし続け、結果も出しているスリーボンドをスポンサーの
一社として応援できる事を誇りに思い、マカオグランプリに向けて共にチャレンジし、優勝を目指
すことが楽しみです。」 
 

 
神戸生まれの年間２０万マイル以上旅をする起業家。東京、シンガポール、ムンバイを生活の拠点と
する。ロンドン大学（LSE）学士、オックスフォード大学修士、 社会心理学、社会福祉専攻。英税理
士。Virgin Group、Dyson の日本市場進出に携わる。（株）ラ･ディッタ 代表取締役。インドムン
バイでは日本の食、コンテンツ、デザインを手掛ける「maidoindia」を２００７年設立、キッコーマン
などの本物の日本食材を輸入、販売をスタート。経産省、観光庁、農水省等のインド事業を多数担当。 
２０１１年５月インドではじめてとなる持ち帰り和食開店「Sushi and More」を元フォーシーズン
ズホテル ムンバイのシェフを招きオープン、５年で１００店を目指す。２０１１年７月シンガポール事
務所開設予定。編集コンサルテーションを行う株式会社 ESPRESSIVO を２０１０年に設立、代表取締
役会長就任。同年には斬新な旅行手帳 Been There Done That を発表、グッドデザイン賞受賞。 
２０１１年訪日旅行促進及び復興支援を目的とする「Been There Done That - Japan Checklist」
を発表。２００８年「世界一大きい寿司モザイク」でギネス世界記録を名門 IHMムンバイの学生と共
に受賞。J-Wave の TOKYO UNITED（ジョン･カビラ氏 ）のインド事情特派員も勤める。しもつけ
２１フォーラムなどで多数の講演に招かれ、執筆活動も行う。International Food Wine and Travel 
Writers Association（IFWTWA）会員、国際文化会館会員、Oxford and Cambridge Club 会員。 

ハリー チェンについて 
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